
◆7月18日　蔵王レストハウス～馬の背、刈田峠～前山間及び駒草平を巡視しました。

幼稚園児が訪れていましたが、あいにくの天気です。 お釜も見えません。

霧の中、馬の背方面へ 午後からは南蔵王登山口から前山方面へ

 

久しぶりに青空が見られました。 屏風岳方面

令和６年度　蔵王からのお便り(GSS活動日誌)

‥∴‥∵‥【7月下旬の活動】‥∵‥∴‥



夏の空 不帰の滝

振子滝 駒草平

コマクサの花は終わりかけです。

ナナカマド タケシマラン

赤く色づき始めました。 可愛らしい実

サンカヨウの青い実 ミヤマハンショウヅル

フサフサの髪の毛のような実



ヒロハツリバナ ハクサンシャクナゲ

プロペラのような実 盛りを過ぎてきました。

ミネウスユキソウ オヤマソバ

涼しげな姿です。 葉も花もよく目立ちます。

オニアザミ ミヤマコウゾリナ

大きく迫力があります。 萼や茎の毛が目立ちます。

カラフトイチヤクソウ オノエラン

可愛らしい花 白く可憐な花



イワオトギリ サワラン

まぶしい黄色 鮮やかな赤紫色

トキソウ キンコウカ

トキのように美しい 下から順に咲いていきます。

イワショウブ シロバナトウウチソウが咲き始めました。

水辺で涼しげに咲いています。

◆7月24日　蔵王レストハウス周辺、賽の磧周辺及び峩々温泉～猫鼻間を巡視しました。

今日も刈田岳周辺は強風と濃霧です。 賽の磧周辺でクマがアリを食べた痕跡がありました。

入山時にはクマ対策も忘れずに



峩々温泉　登山口から猫鼻方面へ ミズナラ林を進みます。

猫鼻付近 猫鼻到着

猫鼻のブナ マツの梢のホオジロ

コメツキムシの仲間でしょうか？ クロヅル

平べったくて可愛らしい実をつけています。



アカモノの赤い実 シラタマノキの白い実

ミヤマニガイチゴ コウライテンナンショウ

実が熟してきています。 トウモロコシのような実は、熟すと赤くなります。

イヌエンジュ ノリウツギ

堅い材は家具や木工芸品などに利用されます。 樹皮は和紙を漉くときの糊として利用されます。

マルバダケブキ ヤマハハコは花盛り

葉も花も存在感があります。



ミヤマフタバラン クモキリソウも沢山咲いています。

双葉が可愛らしい

オオヤマサギソウ ノギラン

美しいたたずまい こちらは花が重たそう

タマガワホトトギス ツルリンドウ

花の斑点がお洒落 優しい紫色の花

ヌスビトハギ タニタデ

実の形が忍び足の足跡に似ているとか 丸い可愛らしい実をつけます。



◆7月29日　蔵王レストハウス周辺、賽の磧周辺及び不動尊～大黒天間を巡視しました。

お釜方面は今日も霧の中です。 賽の磧より上は厚い雲に覆われています。

蔵王古道を巡視しました。 不動尊

東京から訪れた三人組 不動滝

霧のためお釜を見られず残念がっていました。

巡視中 ゴミ拾い



ウソを見つけました。 ヨツボシナガツツハムシ

赤いのどが美しい 黒い斑点が可愛らしい

フキバッタの仲間でしょうか ヨツバヒヨドリに集まるハナアブ

タマゴタケ シャクジョウソウ

まさにタマゴから出てきたよう ギンリョウソウ同様、葉緑素をもたない植物です。

オオカメノキの赤い実 ドクウツギ

毒が強いので要注意



ヤマブドウの実はまだ熟していません。 ベニバナイチヤクソウも実をつけていました。

カニコウモリ ヨツバヒヨドリは花盛り

カニとコウモリ、どちらに見えますか

ヤマユリ エゾスズラン

気品のある美しさ 花も緑色のため、アオスズランとも呼ばれます。

オカトラノオ エゾシオガマも咲き始めました。

トラの尾に見えますか


